
２
０
９
人（
約
15
％
）で
、「
一
般
負
傷（
け

が
）」
が
１
６
１
人
（
約
11
％
）
で
し
た
。

【
グ
ラ
フ
２
】

重
症
度
別
の
傾
向

　
　

　

救
急
搬
送
者
は
１
３
５
７
人
で
、
そ
の

う
ち
「
軽
症
」
は
67
％
。
昨
年
に
比
べ
66

人
増
え
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
３
】

出
動
件
数
に
つ
い
て

１
日
約
３
．
７
回

　

平
成
19
年
度
の
救
急
車
の
出
動
件
数
は

前
年
を
39
件
上
回
る
１
３
５
１
件
で
し

た
。【
グ
ラ
フ
１
】
こ
れ
は
、
町
民
27
人

に
１
人
が
要
請
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
１
日
あ
た
り
の
出
動
件
数
は
３
．
７

回
で
し
た
。
グ
ラ
フ
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

事
故
別
の
傾
向

急
病
が
約
６
割

　

救
急
搬
送
者
の
う
ち
、「
急
病
」
が

７
６
５
人
（
約
57
％
）
と
最
も
多
く
、
10

年
前
（
３
７
７
人
）
の
約
２
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。
続
い
て
、「
交
通
事
故
」
が 【グラフ１】救急出動件数の推移

【グラフ３】重症度別搬送人員
（平成19年度）

【グラフ２】
事故別救急搬送人員

（平成19年度）

死　亡：	初診時に死亡を確認
重　症：	３週間以上の入院加

療
中等症：	入院を要するが重症

に至らない
軽　症：	入院加療を必要とし

ない

９月９日は、「救急の日」
　「救急の日」は、救急業務および救急医療に対して皆様方の理解と認識を深めるていただくともに、救急医療
関係者の意識の高揚を図ることを目的に1982年に定められました。以来、毎年９月９日を「救急の日」とし、
この日を含む１週間を「救急医療週間」（本年は９月７日～ 13日）としています。
　町では、町民の皆さんが安全で安心してくらせるまちを目指して、救急医療体制を整えています。　
　ここで、幸田町の救急状況を見てみましょう。

　町民２７人に１人が利用！
　入院の必要のない「軽症者」の割合が増えています。

0
15 16 17 18 19 平成（年）

1,000

1,200

1,100

1,300

1,400

1,191
1,271

1,340 1,312
1,351

（件）

死亡
19人 重症

78人

軽症
909人

中等症
351人合計

1,357人

急病
765人

交通事故
209人

一般負傷
161人

その他
216人

急病
765人

交通事故
209人

合計
1,351人

　

約
67
％
が
「
軽
症
」
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年
齢
別
の
傾
向

「
成
人
」「
高
齢
者
」
の
増
加

　

年
齢
別
で
は
、「
少
年
」
が
昨
年
に
比

べ
12
人
減
り
ま
し
た
。そ
の
反
面
、「
成
人
」

は
60
人
、「
高
齢
者
」は
17
人
増
え
ま
し
た
。

【
グ
ラ
フ
４
】

近
隣
の
市
町
と
の
救
急
出
動
件
数

の
比
較

【グラフ４】年齢別搬送人員
（平成19年度）

Ｑ
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

　

時
間
は
？

Ａ
消
防
署
の
電
話
が
な
っ
て
か
ら
現
場
に

　

到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
、
６
分
48
秒

　

で
す
。

Ｑ
救
急
搬
送
に
か
か
る
時
間
は
？

Ａ
消
防
署
の
電
話
が
な
っ
て
か
ら
病
院
に
到

着
す
る
ま
で
の
時
間
は
、
約
35
分
で
す
。

Ｑ
よ
く
救
急
車
と
消
防
車
が
一

　

緒
に
走
っ
て
い
る
の
を
見
か

　

け
ま
す
が
、
な
ぜ
で
し
ょ
う

　

か
？

Ａ
傷
病
者
の
救
出
・
救
護
処
置
を
迅
速
か

つ
確
実
に
行
う
行
動
を
よ
り
充
実
さ

せ
、
心
肺
機
能
が
停
止
し
た
傷
病
者
に

対
し
て
多
く
の
救
急
資
器
材
を
必
要
と

す
る
高
度
な
救
命
処
置
を
行
う
場
合
や

階
段
・
通
路
な
ど
が
狭
い
た
め
傷
病
者

の
搬
送
が
難
し
い
場
合
な
ど
、
救
急
隊

員
の
み
で
は
対
応
が
困
難
な
事
態
に
備

え
る
た
め
で
す
。

Ｑ
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
ま
ま
救
急
出
動
が

増
え
続
け
る
と
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
り
ま
す
か
？　

Ａ
救
急
車
の
要
請
が
重
な
っ
た
り
し
て
、

　

現
場
に
到
着
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り

　

ま
す
。

Ｑ
１
分
１
秒
を
争
う
救
急
の
現

　

場
で
は
、
深
刻
な
問
題
な
の

　

で
は
？

Ａ
確
か
に
、
現
場
に
到
着
し
て
み
る
と
緊

　

急
性
が
低
か
っ
た
り
、
家
族
や
自
分
の

　

力
で
病
院
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

　

き
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
場
合
も
多
々

　

あ
り
ま
す
。

　
　

緊
急
性
の
低
い
救
急
車
の
利
用
が
増

　

え
る
と
、
命
の
か
か
わ
る
重
症
患
者
の

　

対
応
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
考
え
ら

　

れ
ま
す
。

　
　

ぜ
ひ
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

　

救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る
人
の
と

　

こ
ろ
へ
１
秒
で
も
早
く
行
き
、
１
人
で

　

も
多
く
の
人
の
命
を
救
う
た
め
、
正
し

　

い
救
急
車
の
利
用
の
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

Ｑ
救
急
車
を
呼
ぶ
に
は
ど
の
よ

　

う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

　

う
か
？

　

ま
ず
落
ち
着
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら

①
１
１
９
番
に
電
話
し
ま
す
。

②
電
話
が
通
じ
た
ら
「
救
急
」
と
「
火
事
」

　

の
区
別
を
し
ま
す
。

③
来
て
ほ
し
い
場
所
の
住
所
と
そ
の
近
く

　

の
目
印
に
な
る
建
物
等
を
伝
え
ま
す
。

④
事
故
か
病
気
の
種
類

⑤
傷
病
者
の
人
数
、
年
齢
、
性
別

⑥
傷
病
者
の
容
態（
意
識
や
呼
吸
の
有
無
、

　

出
血
の
状
況
な
ど
）

⑦
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
、
か
か
り
つ

　

け
の
病
院

　

以
上
を
落
ち
着
い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

　

や
っ
て
お
い
た
ら
よ
い
こ
と

　

は
？

①
電
話
口
で
必
要
な
応
急
手
当
を
指
導
し

　

ま
す
の
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
場
所
が
分
か
り
に
く
い
場
合
は
目
標
と

　

な
る
と
こ
ろ
ま
で
人
を
立
て
て
、
夜
間

　

に
は
懐
中
電
灯
を
振
る
な
ど
し
て
、
合

　

図
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
保
険
証
、
診
察
券
、
服
用
し
て
い
る
薬
、

　

靴
な
ど
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
救
急
車
が
到
着
し
た
ら
？

①
到
着
す
る
ま
で
の
容
態

②
行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容

　

以
上
を
救
急
隊
員
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
適
正
利
用
（
お
願
い
）  

　

近
年
、
救
急
出
動
増
加
に
伴
い
救
急
車

が
不
足
す
る
事
態
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
幸
田
町
で
は
現
在
２
台
（
予
備
車

含
め
て
３
台
）
の
救
急
車
で
年
間
約
１
，

３
０
０
件
の
救
急
事
案
に
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
救
急
車
は
，
ケ
ガ
や
急
病
で
命
に

か
か
わ
る
か
た
を
病
院
へ
搬
送
す
る
緊
急

自
動
車
で
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
一

度
『
救
急
車
の
適
正
利
用
』
を
お
願
い
し

ま
す
。

成人
647人

高齢者
556人

乳幼児
93人

新生児
3人 少年

58人

合計
1,357人

岡崎市 西尾市 蒲郡市 幡豆郡３町 幸田町
人口（人） 
H20.7.1 現在 376,102 108,819 81,471 60,408 37,112 

救急（回） 13,581 3,210 1,835 1,942 1,351 
千人あたりの
救急出動件数

（回）
36.1 29.5 22.5 32.1 36.4
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心肺蘇生法やＡＥＤの操作方法を学んでみよう！

　心臓発作による突然死は、日本では年間約５万人です。心臓発作による
突然死の原因の約８割が『心室細動』という不整脈です。心臓の動きが再
開するまでの時間が救命率に大きく影響します。１分１秒でも早く行動す
ることが大切です。救命処置を学んでいれば、もしもの時に、その場に居
合わせたあなたの心肺蘇生法で助かる命があるかもしれません。

皆さんは、ＡＥＤという言葉を
聞いたことがありますか？
　ＡＥＤとは、『自動体外式除細動器』
のことで、突然の心停止の原因となる、
重症不整脈に対し、心臓に電気ショッ
クを与え、心臓が本来持っているリズ
ムに回復させるために使用する機器の
名称です。
　平成16年７月から医療従事者では
ない一般の人でも使用できるようにな
り、町の公共施設では、このＡＥＤを
次の箇所に設置しています。
　ＡＥＤは操作方法を音声ガイドで教
えてくれるので、簡単に使用すること
ができますが、正しく使用して助かる
命を助けるためには心肺蘇生法とあわ
せて講習を受けることが望ましいで
す。

設置場所一覧
幸田町役場、保健センター、消防署
町民会館、町立図書館、町民プール
町内各小中学校の校舎と体育館
町内各保育園、上六栗子育て支援センター
中央公民館、さくら会館
勤労者体育センター
老人福祉センター、身体障害者福祉センター

講習を受けたいと思ったら、いつでも
下記までご連絡ください。

問合せ　消防署　☎63－0119

①意識の確認

　軽く肩をたたき「大丈夫ですか」
と声をかける。返事がない場合は意
識がないと判断する。

②119番通報

　「誰か来て」と大声で協力者を求
める。協力者は119番通報して救急
車を呼び、ＡＥＤを持ってくる。

③気道確保

　あごを持ち上げ、頭を後ろにそら
す。自分の顔を相手の口と鼻に近づ
け、同時に胸の動きで息を確認する。

④人工呼吸

　呼吸をしていなければ、親指と人
差し指で鼻をつまんでふさぎ、１秒
かけてゆっくり息を吹き込む。これ
を２回続ける。

⑤心臓マッサージ

　人口呼吸のあと、すぐに心臓マッ
サージを行う。１分間に100回の速
さで、１、２、３と数え30回行う。

⑥ＡＥＤの使用

　電源を入れ、機械の指示に従う。
「電極パッドを張ってください。」
「解析ボタンを押してください。」

⑦ＡＥＤの使用２

　「除細動が必要」と機械が判断し
たら、患者さんに触れていないこと
を確認し、除細動ボタンを押す。

⑧心臓マッサージの再開　
　　　　　　

　除細動を１回行ったら、すぐに心
臓マッサージを30回、人口呼吸を
２回繰り返す。
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幸
田
町
消
防
団
は
町
の
公
的
機
関
で
あ

り
、
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
有
志
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
主
と
し
て
火
災
の
警

戒
お
よ
び
鎮
圧
、
そ
の
他
の
災
害
の
防
御

お
よ
び
被
害
の
軽
減
等
の
消
防
活
動
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
特
に
大
規
模
災
害
へ
の

対
応
、
地
域
防
災
の
中
核
、
要
と
し
て
の

対
応
、
有
事
の
際
の
住
民
保
護
へ
の
対
応

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
う
消

防
団
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
消
防
団
員
の
確

保
が
難
し
く
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護
の
精
神
を
持
っ
て
い
る
か
た

は
、是
非
消
防
団
へ
入
団
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
消
防
団
の
行
事

　
４
月
20
日　

新
入
団
・
幹
部
訓
練

６
月
15
日　

消
防
団
競
練
会

７
月
12
日　

愛
知
県
消
防
操
法
大
会

９
月
６
日　

幸
田
町
総
合
防
災
訓
練

10
月
５
日　

消
防
団
観
閲
式

11
月
９
日　

消
防
団
出
動
訓
練

12
月
27
日　

年
末
夜
警

12
月
28
日　

年
末
夜
警

１
月
10
日　

幸
田
町
消
防
出
初
式

消
防
団
の
3
大
行
事
は
？

①
消
防
団
競
練
会

　

階
梯
、
ポ
ン
プ
車
、
小
型
ポ
ン
プ
、
合

同
の
4
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
実
践
を
想

定
し
た
操
法
の
安
全
性
・
確
実
性
・
迅
速

性
を
各
分
団
で
競
い
合
い
ま
す
。

②
消
防
団
観
閲
式

　

消
防
団
の
生
命
線
で
も
あ
る
規
律
・
節

度
を
披
露
す
る
。

③
消
防
出
初
式

　

全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
年
始
の
消
防

の
行
事
で
す
。

　

消
防
団
員
は
、
こ
の
ほ
か
、
火
災
は
も

ち
ろ
ん
、
風
水
害
（
台
風
・
集
中
豪
雨

等
）
の
出
動
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
近
隣
市
町
と
の
交
流

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
入
る
の
に
躊
躇
し
て
い
た
団

員
が
、
年
数
を
重
ね
る
ご
と
に
消
防
魂
に

目
覚
め
、
退
団
時
に
は
組
織
人
と
し
て
の

成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
今
で
は
薄
れ
て
し

ま
っ
た
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
退

団
後
も
仲
間
内
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を

行
う
な
ど
、
幅
広
い
人
脈
を
築
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

平
成
20
年
度
幸
田
町
消
防
団
組
織
表

団
長　
　

稲
吉
豊

副
団
長　

鈴
木
巨
裕

第
1
分
団
第
1
部（
長
嶺
・
久
保
田
・
坂
崎
）

　
　
　
　

第
2
部
（
大
草
・
高
力
）

　
　
　
　
　
　

分
団
長　
　

三
浦
正
臣

　
　
　
　
　
　

副
分
団
長　

柴
田
将
成

第
2
分
団
第
1
部（
荻
・
芦
谷
・
幸
田
・
桜
坂
）

　
　
　
　

第
2
部（
鷲
田
・
岩
堀
・
新
田
・
横
落
）

　
　
　
　
　
　

分
団
長　
　

鈴
木
真
一
郎

　
　
　
　
　
　

副
分
団
長　

草
次
勇
介

第
３
分
団
第
1
部
（
野
場
）

　
　
　
　

第
２
部
（
永
野
・
須
美
・
六
栗
）

　
　
　
　
　
　

分
団
長　
　

手
嶋
大
地

　
　
　
　
　
　

副
分
団
長　

鳥
居
嘉
孝

第
４
分
団
第
1
部
（
里
・
海
谷
・
市
場
）

　
　
　
　

第
2
部（
上
六
栗
・
桐
山
・
逆
川
）

　
　
　
　
　
　

分
団
長　
　

稲
吉
克
仁

　
　
　
　
　
　

副
分
団
長　

内
藤
政
徳

地
震
に
そ
な
え
て

　

災
害
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
襲
っ

て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
冷
静
に
行

動
で
き
る
よ
う
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え

を
十
分
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

災
害
時
の
被
害
は
、
過
去
の
訓
練
を
生

か
す
こ
と
や
日
常
の
防
災
対
策
を
行
う
こ

と
で
、
か
な
り
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

普
段
か
ら
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

・
家
具
な
ど
を
壁
に
固
定
す
る
。

・
消
火
器
の
使
い
方
を
知
っ
て
お
く
。

・
家
の
中
に
危
険
な
箇
所
が
な
い
か
点
検

　

す
る
。

・
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く
。

・
家
族
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
話
し
合

　

い
を
し
て
お
く
。

　

大
地
震
に
備
え
、
今
年
も
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
20
年
度
幸
田
町
総
合
防
災
訓
練

と
き　

９
月
６
日
（
土
）　

午
前
８
時
30
分

～
正
午

と
こ
ろ　

防
災
広
場

　

訓
練
に
は
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
、

自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
関
係
機
関
、
そ
の
他
防
災
関
係
機
関
が

参
加
し
、
よ
り
実
践
的
な
災
害
対
策
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

※
訓
練
当
日
の
会
場
周
辺
で
は
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
騒
音
や
訓
練
車
両
の
サ
イ
レ
ン

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ　消防署（☎63－0119）
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